
　10月12日（木）御殿場市の助け合いを考えるフォーラムを開催し、
271名の方が参加されました。
　基調講演では、「今、助け合いの時」と題し、公益財団法人さわや
か福祉財団会長堀田力先生から、最後まで安心して暮らせるまちを
目指し、地縁組織が高齢者のニーズを吸い上げ、足りない部分を
NPOなどで補う仕組みづくりを構築していくことが重要であると市
民の皆さんへ呼びかけました。
　さらに、堀田先生と若林市長との「地縁活動を広げる為に助け合
いに協力したいですか！」という呼びかけに、参加された市民の８割
の方が手を上げ、「協力したい！」という意向を示しました。
　また、パネルディスカッションでは、印野地域福祉推進委員会：石
田春夫氏、富士見原カフェ：大西孝明氏、鮎沢ふれんどカフェ：栗原真
貴子氏の3名から自らの体験を元に、実際の活動について地縁活動
や居場所の重要性を報告しました。
　終盤には、今回の実行委員（第1層生活支援・介護予防協議体委員）
が壇上にあがり、「今、旗揚げの時」と書かれたプラカードを掲げ、
「皆で頑張りましょう！」と市民の皆さんに呼びかけを行いました。
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す
で
に
助
け
合
い
活
動
を
実
践

さ
れ
て
い
る
方
、し
た
い
と
思
っ
て
い
る
方
、

必
要
だ
と
思
わ
れ
て
い
る
、

関
心
の
あ
る
方
な
ど
、多
く
の
皆
様
が

御
参
加
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

～御殿場市の助け合いを考えるフォーラム～が開催されました！

「堀田先生と若林市長のユーモア溢れるお話」 「パネラー３名の発表」　　 「地域の助け合いに協力したい方～！」



す べ て の 人 が 幸 せ だ と 思 え る 住 民 に よ る 福 祉 の ま ち づ く り （2）
　

第
29
回
御
殿
場
市
社
会
福
祉
大
会
が
１０
月
２１
日（
土
）に
市

民
会
館
に
て
、御
殿
場
市
、御
殿
場
市
社
会
福
祉
協
議
会
、御
殿

場
市
献
血
推
進
協
議
会
の
主
催
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、社
会
福
祉
事
業
に
功
績
の
あ
っ
た
方
、事
業
の
推

進
の
た
め
に
貴
重
な
金
品
の
御
寄
託
を
い
た
だ
い
た
方
、献
血

を
通
じ
て
治
療・医
療
活
動
に
功
績
の
あ
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
皆

様
に
、表
彰
状・感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
皆
様
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
･
順
不
同
）

 

個
人（
金
品
の
寄
付
者
）

　

島
口
隆
策　
　

芹
沢
眞
義　
　

長
田
豊
吉　
　

柳　

春
彦

 

団
体（
金
品
の
寄
付
団
体
）

　

亥
太
郎
建
設（
株
） 

　
三
井
住
友
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ａ
太
平
洋
マ
ス
タ
ー
ズ

　

東
静
岡
ヤ
ク
ル
ト
販
売（
株
） 

　

株
式
会
社 

勝
又
商
事

　
（
一
社
）高
根
愛
郷
会

　
（
一
社
）御
殿
場
愛
郷
報
徳
社

御
殿
場
市
長
感
謝
状

　社
会
福
祉
施
設・団
体（
役
員
10
年
以
上
職
員
15
年
以
上
勤
続
し
功
労
顕
著
で
あ
る
か
た
）

　

野
田
幸
宏　
　
芦
澤
佑
一    

市
川
か
お
り　

 

吉
川
な
お
子

　

杉
野
弥
子　
　
角
田
信
行　

 

齋
藤
寛
志　
　

近
藤
益
示

　

関  

富
芳　
　

関  

智
和
子　

播
摩
友
里
子　

根
上
豊
子

民
生
委
員
児
童
委
員（
在
職
10
年
以
上
で
功
労
顕
著
で
あ
る
か
た
）

　

勝
又
敏
枝

御
殿
場
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰  

団
体（
金
品
の
寄
付
団
体
）

　

㈱
ス
ズ
キ
総
業
・
㈱
ス
ズ
キ
総
業
グ
ル
ー
プ

　

琴
城
流
大
正
琴
愛
好
会 

三
島
支
部

　

竈
区

 

（
一
社
）玉
穂
報
徳
会

　

株
式
会
社　

ア
イ
設
備

　

マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
東
海（
株
）

 　
N
P
O
法
人　

エ
コ
ハ
ウ
ス
御
殿
場 

個
人（
金
品
の
寄
付
者
）

　

髙
橋
洋
子　
　

 

谷
口　

完　
　

 

末
光
義
史　
　
江
藤
エ
ミ

　

本
田
輝
雄　
　

 

小
林
和
代　
　

加
藤
秀
一

民
生
委
員
児
童
委
員（
役
員
10
年
以
上
職
員
15
年
以
上
勤
続
し
功
労
顕
著
で
あ
る
か
た
）

　

勝
間
田
義
春　　
中
根　

章　
　

青
柳
輝
希　
　
北
川　

至

　

勝
又
正
子　
　

吉
川
敏
雄　
　

横
山
初
代　
　
山
口
ツ
ヤ
子

　

長
田
美
保
子　

和
田
君
男　
　

渡
邊
秀
樹　
　
鎌
野
福
惠

　

鮎
澤
千
賀
子　

室
岡
勝
利　

三
井
香
代
子　

 

近
藤
左
由
美

　

小
林
眞
由
美　

水
口
正
允　
　

勝
又
俊
子　
　
渡
邊
安
代

　

芹
沢
昭
夫　
　

谷
口
睦
子　
　

稲
葉
み
ど
り　
根
上
行
雄

　

勝
又　

進　
　

長
田
美
代
子　

 

勝
間
田
二
三
子　
　
勝
亦
徳
惠

　

立
道
ゑ
つ
子　

内
田
雅
典　
　

保
科
武
久　
　
土
屋
宜
子

　

勝
間
田
み
さ
枝　
山
崎
敦
子　
　

勝
間
田
征
夫　

岩
田
光
春

　

土
屋
嘉
明　
　

小
見
山
司
朗　

滝
口
眞
里
子

御
殿
場
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
感
謝
状

団
体（
献
血
推
進
に
積
極
的
に
協
力
し
、他
の
模
範
と
な
る
団
体
）

　
日
産
労
連 

部
品
関
連
労
働
組
合 

キ
ー
パ
ー
労
働
組
合 

御
殿
場
分
会

   

静
岡
県
立
御
殿
場
特
別
支
援
学
校

  

個
人（
70
回
又
は
100
回
以
上
献
血
に
協
力
し
、他
の
模
範
と
な
る
個
人
）

　

佐
藤
智
恵
子　

飯
島　

薫　
　

十
亀
浩
之     

田
中
ひ
ろ
み

    

向
笠　

剛　
　

横
溝
秀
一
郎　

小
松　

勲     

藤
野　

浩

　

末
冨　

威　
　

上
野
善
正　
　

髙
杉
雅
昭　
　
佐
藤
美
智
子

　

煤
賀
実
明　
　

北
條　

央

　

個
人（
150
回・200
回
、又
は
250
回
以
上
献
血
に
協
力
し
、他
の
模
範
と
な
る
個
人
）

　

勝
亦
直
己　
　

鈴
木
喜
晃　
　

山
本
達
郎

御
殿
場
市
献
血
推
進
協
議
会
会
長
表
彰
状

個
人（
金
品
の
寄
付
者
）

　

荻
野
さ
と
子

団
体（
金
品
の
寄
付
団
体
）

　

陸
上
自
衛
隊　

滝
ケ
原
駐
屯
地

　

陸
上
自
衛
隊　

駒
門
駐
屯
地

　

陸
上
自
衛
隊　

板
妻
駐
屯
地

静
岡
県
共
同
募
金
会
会
長
感
謝
状

個
人（
金
品
の
寄
付
者
）

　

石
川　

昭

中
央
共
同
募
金
会
会
長
感
謝
状

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

第
29
回

このたよりは、赤い羽根共同募金の配分金により発行しています。

 

団
体（
社
会
福
祉
事
業
に
対
し
経
済
的
等
で
協
力
援
助
さ
れ
た
か
た
）

　

林
昌
寺　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
御
殿
場
市
婦
人
会
連
絡
協
議
会

　

内
海
隆
治　

大
森
清
治　

 
 

仲　

南
美
子　

  

松
田
み
ど
り

　

伊
澤　

香　
　

大
西
由
佳
利　

小
野
真
樹　
　
堀
内
あ
ゆ
み

　

阿
部　

真　
　 

吉
田
敏
彦　
　

勝
又
正
子　
　
長
田
智
子

　　

ス
ナ
ッ
ク
花　

吉
田
良
江

　

報
徳
文
化
祭
実
行
委
員
会

　

大
雲
院

　

ワ
ク
ワ
ク
手
作
り
展

　

山
栄
食
品（
株
） 

　

ジ
ェ
イ
ビ
ル
ジ
ャ
パ
ン（
株
） 

個
人（
50
回
以
上
献
血
に
協
力
し
、他
の
模
範
と
な
る
個
人
）

勝
間
田
拓　
　

尾
沢　

翔　
　
柳　

隆
弘　
　

佐
藤
恭
央                                                                                                

　

尾
方
孝
憲　
　

小
澤
英
和    

澁
谷
光
子　
　 

島
嵜
政
司

  

新
田
奥
宰　
　

柿
﨑
諾
磨　
　

小
林
安
代　
　

竹
内
桂
子

御
殿
場
市
献
血
推
進
協
議
会
会
長
感
謝
状 



勝
間
田
拓　
　

尾
沢　

翔　
　
柳　

隆
弘　
　

佐
藤
恭
央                                                                                                

　

尾
方
孝
憲　
　

小
澤
英
和    

澁
谷
光
子　
　 

島
嵜
政
司

  

新
田
奥
宰　
　

柿
﨑
諾
磨　
　

小
林
安
代　
　

竹
内
桂
子

す べ て の 人 が 幸 せ だ と 思 え る 住 民 に よ る 福 祉 の ま ち づ く り（3）

大
　
会
　
宣
　
言
　
　

　

当
日
は
、福
祉
活
動
の
あ
り
方
を
示
す
大
会
宣
言
が
全
員

一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

少
子
高
齢
化
の
急
速
な
進
行
、家
族
や
地
域
の
あ
り
方
の
変

容
、ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
等
に
よ
り
、家
庭
内
の
扶
養

機
能
や
地
域
で
の
相
互
扶
助
機
能
が
低
下
し
、地
域
で
の
生
活

課
題
は
多
様
化
か
つ
複
合
化
し
、深
刻
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、御
殿
場
市
で
は
住
民
と
行
政
が
協
働
し
た

活
動
や
地
域
福
祉
推
進
委
員
会
等
に
よ
る
地
域
に
密
着
し
た

活
動
の
継
続
に
よ
り
、地
域
の
連
携
の
強
化
や
福
祉
の
充
実
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
に
暮
ら
す
私
た
ち
は
、人
と
人
の
絆
に
つ
い
て
考
え
、

福
祉
の
視
点
を
持
っ
て
顔
の
見
え
る
支
え
あ
い
を
再
構
築
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

第
２９
回
御
殿
場
市
社
会
福
祉
大
会
の
開
催
に
あ
た
り
、思
い

や
り
と
支
え
あ
う
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
実
現
に
向
け
て
、次
の

こ
と
を
宣
言
し
ま
す
。

 

一
．　
市
民
一
人
ひ
と
り
が
地
域
で
で
き
る
こ
と（
自
助・共
助
）に

　
　

取
り
組
み
ま
す

 

一
．　
長
生
き
し
て
よ
か
っ
た
と
い
え
る
ま
ち
づ
く
り
事
業
を   

　
　
　
推
進
し
ま
す

　
一
．　
地
域
福
祉
活
動
組
織
の
充
実
強
化
と
住
民
参
加・協
働

　
　

 

に
よ
る
活
動
を
推
進
し
ま
す　

  

一
．　
地
域
に
根
ざ
し
た
総
合
的
な
支
援
体
制
の
実
現
と
福
祉

　
　
　
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
ま
す

   

一
．　
福
祉
教
育
の
充
実
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
推
進
し
ま
す

福
祉
体
験
者
の
意
見
発
表 

　

　

当
日
は
、福
祉
教
育
実
践
校
指
定
校
の
児
童・生
徒
の
み
な

さ
ま
に
よ
る
多
彩
な
体
験
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

（
敬
称
略
･
順
不
同
）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

このたよりは、赤い羽根共同募金の配分金により発行しています。

「
高
根
に
広
が
る

　
　
　
　
　
笑
顔
の
花
」

高
根
小
学
校
　

６
年  

両
角　

勁

６
年  

杉
山
心
美

６
年  

湯
山　

馨

６
年  

太
田
瑠
音

６
年  

瀬
戸
崚
詠

「
み・が・く
」の
活
動
　
　

富
士
岡
小
学
校
　

南
中
学
校
　
　

６
年  

小
林
涼
子

６
年  

小
林
涼
音

６
年  

小
宮
山
夏
未

６
年  

遊
座
陽
人

６
年  

細
谷
康
太

６
年  

橋
川
佳
奈

「
み
ん
な
で
学
ぼ
う

　
　
　
　   
福
祉
の
心
」

3
年  

西
山
ら
な

3
年  

野
木
彩
乃

3
年  

佐
藤
友
羽

御
殿
場
高
等
学
校

『｢

共
生
社
会｣

       

を
め
ざ
す
第
一
歩
』

2
年  

三
沢
花
夏

2
年  

臼
井
太
一

　

平
成
29
年
度
静
岡
県
健
康
福
祉
大
会
が
10
月
25
日（
水
）

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。                

（
敬
称
略
･
順
不
同
）

　

平
成
29
年
度
全
国
社
会
福
祉
大
会
が
11
月
22
日（
水
）

に
開
催
さ
れ
ま
す
。                

（
敬
称
略
･
順
不
同
）

  

陸
上
自
衛
隊　

滝
ケ
原
駐
屯
地

　

陸
上
自
衛
隊　

板
妻
駐
屯
地

　

陸
上
自
衛
隊　

駒
門
駐
屯
地

　
静
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
　

　
静
岡
県
共
同
募
金
会
会
長
表
彰
　

　
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
　

内
村
千
春

民
生
委
員
児
童
委
員

伊
藤
啓
子　

勝
又
ま
さ
子　

竹
内
隆
司　

鈴
木
チ
エ
子

長
野
光
貴　

木
村
孝
江　

   

関
本
顕
耶　

大
場
久
美

井
上
弘
代　

芹
沢
菊
江

法
人
役
員・事
業
所
従
事
者

社
会
福
祉
法
人・社
会
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今年も実施! 九州被災地支援
　九州では、熊本地震・大雨災害・台風被害と多くの災害が重なり、被災地では現在も復興に向けた活動が今も続けられ
ています。
　義援金として来場者の皆様から総額５４７７円をお寄せいただき、全額を福岡県へと送金させていただきました。

大活躍！ 御殿場南高校生
　今回のふれあい広場では、県立御殿場南高校の生徒お二人に、開会式等やステージプログラムの進行等をお願いし
ました。
　阿部祐哉さん、滝口絢太さんのお二人が、はきはきとしたスムーズな司会で明るい雰囲気を作ってくれました。
また、キレのある素晴らしいダンスも披露して下さり大変盛り上がりました。

ボランティアの皆様の協力で
　ふれあい広場は多くのボランティアの皆様に支えていただいています。　
　今回も７人のボランティアの皆様に、抽選所の運営、福祉車両を使用した送迎や写真撮影等、様々な場面で協力いた
だきました。
　また、参加５６団体の皆様には、実行委員として催事の計画、運営や当日の駐車係を担当していただきました。

特別ゲスト「ブシニャン」とダン・ダンドゥビ・ズバーを踊っちゃおう☆♪
　“妖怪ウォッチ”の大人気キャラクター「ブシニャン」がふれあい広場にやってきました!ステージの周りにはたくさんの
子どもたちが集い、みんなで「ダン・ダンドゥビ・ズバー」を踊って楽しいひと時を過ごし、この集いをきっかけに、訪れた大
勢の子どもたちが、福祉に関心を持ち、未来の福祉の担い手となってくれることを願っています。

　「ふれあいの小さな手から大きな輪」のテーマを掲げて開催した
「第３４回御殿場市ふれあい広場」は、お陰様をもちまして昨年を上回る来場者８０００人を数え、
盛況の内に終了することができました。

このたよりは、赤い羽根共同募金の配分金により発行しています。

夏ピザ
美味しく

出来まし
た！

みんなで協力しながら料理！

楽しかった～
ふじざくら探検車椅子を体験しました！

　毎年開催している小学生福祉体験、今年度は７月２８日（金）に市民交流センターふじざくらを会場として、市内小学校から４・５・６年生１９名が参加してくれました。
　この体験は、小学生が、車椅子友の会のメンバーと一緒に調理やスポーツを楽しみ、施設見学を行うことで、障がい者を支える様々な活動や建物の機能を知り、福祉を身近なものとして感じることを目的として開催されました。　参加した児童たちは、夏ピザ作り、フライングディスク、ふじざくらの探検を体験し、一日楽しく、終始熱心に取り組みました。　この体験を通して、「障がい者用駐車場は広くないと乗り降りできない事を知った」、「車椅子を実際に自分で動かし、坂や少しの段差でも大変だった」、「ふじざくらは誰もが使いやすく作られている」などの感想が寄せられ、福祉を身近に感じるよい機会となりました。

小学生福祉体験夏ピザを
作ろう！

フライングディスク
ふじざくら探検
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このたよりは、赤い羽根共同募金の配分金により発行しています。

来年度もたくさんの方のご参加をお待ちしております☆

8月2日（水）3日（木）（全2回） 点字体験教室
　ベテラン点訳ボランティアを講師に、点字は視覚障害者の文字であるこ
とや点字の成り立ち、点字の読み書きを学び、名刺の作成を行いました。ま
た会場である御殿場市民交流センター内の点字表記を探し、実際に何が書
いてあるのかを読む学習をしました。参加者から点字は、書くことよりも読
むことが難しいと感想が聞かれましたが、一文字でも読み取ることが出来
ると次の一文字も挑戦して読みとりたいという感想も聞こえ、充実した教
室となりました。

　NHK放送研修センター日本語センター飯田恵一氏を講師として、朗読
の基礎を学びました。朗読の注意点として、イントネーションに気をつける
事、情報を伝える事を念頭に、意味のまとまりで区切る・相手に伝えようと
思いながら話す・小説とお知らせ等ニュースの読み方の違いを声の音の高
い、低いで表現するということを講師から指導を受けました。参加者から
は、難しいがやりがいがあり、日常における朗読に意識が高まったなど感想
が聞かれました。

10月4日、11日、18日（毎水曜、全3回） 朗読ボランティア養成講習会（初級編）

　手話サークルわらじ友の会の皆様を講師に迎え、聴覚障害者のコミュニ
ケーションのひとつでもある、手話について、指文字やあいさつの仕方など
を学びました。
　繰り返し指文字を勉強することにより、受講最終日には、実際に聴覚障害
の方と習得した手話を用いて、交流を図り、笑顔あふれる教室となりました。

10月4日～11月1日（毎水曜、全5回） ミニ手話体験教室
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福祉情報玉手箱得する面白い役に立つ福祉情報玉手箱得する面白い役に立つ

　福祉車両は、普通運転免許で運転できる乗用車で、操作も簡単です。
普通運転免許証があれば、どなたでもできるボランティア活動ですので、
空いた時間を利用してあなたも始めてみませんか。

平成２9年12月7日（土）　午後1時30分～午後3時30分

御殿場市民交流センター「ふじざくら」

日　　時　　
会　　場

福祉車両運転ボランティアの会「たんぽぽ」

無料

講　　師
市内に在住し、普通運転免許を持つ運転経験３年以上の方で、
受講後ボランティア活動可能な方。

募集対象

15人（先着順）
車椅子介助実習・福祉車両操作実習、試乗

定　　員
内　　容

参 加 料

   電話  0550-70-6801
御殿場市社会福祉協議会
●申し込み・問い合わせ

平成２９年12月5日（火）までにご連絡ください。

テーマ
ボク、学習障害と生きてます～共に向き合い、希望で生きる～

杉名沢区公民館　ホール会　　場

主　　旨

南雲 明彦 氏  名蓬館（めいほうかん）高等学校  共育コーディネーター講 演 者

80名

無料

定　　員
料　　金

平成２9年 12月3日 （日）日　　時　　 14：3０～１6：００（開場 14:00より）

　高校時代「読み書きが苦手」という困難から不登校、引きこもり、自傷行為、強
迫性障害に苦しむ。21歳の時、LD（学習障害）のディスレクシア（読字障害）であ
ると知り、ようやく苦しみから開放される。
　現在は自分と同じような子どもをなんとしても減らしていくために、全国各
地で講演を行い、出版、相談などを日々の活動としている。

南雲明彦（なぐも　あきひこ）

   電 話 0550-89-8278 担当：米山、長田、徳田
つどいの家&スマイル 　御殿場市杉名沢162-3 

講演の観覧をご希望される方は、事前に平成２９年12月2日（土）までに
問い合わせ先にご連絡ください。

発達障害がありながら、その障害を受け止め、仕事や障がい
に対する啓発活動を進めている南雲明彦氏の講演を、地域の
皆様と共に聞き、障害に対する理解を深めていきたい

●問い合わせ・連絡先

御殿場市民交流センター「ふじざくら」 交流ホール会　　場

主　　旨
内多 勝康 氏講 演 者

100名程度

主催 ： 御殿場・小山障害者自立支援協議会
協力 ： 御殿場市社会福祉協議会　小山町社会福祉協議会

無料

定　　員
料　　金

平成２9年 12月3日 （日）日　　時　　 14：0０～１5：3０（受付 13:30より）

平成29年度 障害者週間 基調講演会
当日は、障害者施設のパネル展示を行っています。

車椅子等を利用している歩行困難な方などの送迎
をリフト付自動車で行うボランティアです。

社会福祉協議会へご寄付をいただき厚く御礼申し上げます。
寄せられたご寄付は、地域福祉活動推進のため有効に活用させていただきます。
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電話  0550-82-4238
FAX  0550-84-1046

御殿場市社会福祉課
●問い合わせ・申し込み先

※事前のお申し込みが必要です。

テーマ
医療的ケアがあっても安心して暮したい ～もみじの家の現場から～

内多勝康（うちだ かつやす）
元NHKアナウンサー
「クローズアップ現代」のキャスターも務めました！


